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研究テーマ（発表タイトル） 

「ゆるキャラで伝えよう福山～内から内への魅力発信～」 

 

※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

私たちの住む地方都市福山市を分析し、都市の抱える課題として福山市の知名度の低さに注目した。私たちは福山市に住む

学生という立場から都市の問題に向き合い、地域活性化の一つとして福山市を知ってもらい、好きになってもらうことを目標とした

研究を行う。この目標を達成するための複数の方法の中から、私たちは地域に住む市民への情報発信の強化を行う。その方法

として近年ブランドマーケティングで重要とされている物語性を重視し、従来の情報発信ではなく発信された魅力が地域で循環し

ていくことが狙いである。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

福山市は2016年7月1日で市制100周年を迎え、それに合わせてばら 100万本の町アクションプランや今後の都市を形成

していく福山都市ブランド戦略といった政策が行われており、地域活性化に向けて様々な政策が計画施行されている。しかしなが

ら、政策について市民への情報発信が不十分であるという問題や、全国的にみられる人口減少、少子高齢化社会への移行など

の地方衰退の問題などがあり、福山も例外ではない。 

 

３．研究テーマの課題 

地域活性化には地元から盛り上がる方法と、PR により県外からのアクセスが増えることで地域活性化に結び付く方法があり、福

山においてはまず地元への情報発信の課題などから、地元から盛り上がる地域活性化を行う必要があると判断した。私たちが注

目した市民への情報発信は、政策だけでなく地域の魅力の発信という点でも情報発信がうまく行われていないという問題があり、

そのことにより地域の魅力を市民が知らないだけでなく、次の世代へと受け継ぐことができないという問題へとつながる。私たちは、市

民へ魅力をどのように発信し、市内で受け継がれていくかという点を地域活性化の大きな課題として挙げる。 

 



４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

１、私たちは地域の既存資源である魅力を発信し、市民に知ってもらうことで地域活性化につなげることを提案する。その方法と

して、福山市がすでに所有しているゆるキャラに焦点を当て、これまで福山市がゆるキャラを用いて行ってきた活動とは異なる方法

で情報発信を活性化させることを提案する。 

２、ゆるキャラの活用とともに、市が 2015 年度から実施している小中学生を対象に福山の魅力を伝え学ぶ「ふるさと学習」にも

注目した。ふるさと学習では、福山の持つ資源について学ぶことで福山を好きになってもらうことが目的である。ゆるキャラとふるさと

学習は、福山のことを好きになってほしいという点と、福山の魅力を知ってほしいという点で目的に重なる部分が存在し、ふるさと学

習とゆるキャラを組み合わせることで、従来の学習だけでは得られなかった、魅力の背景について知る機会となる。この体験が児童

の興味関心は強め、ふるさと学習のみで伝えられる情報よりも深く知るきっかけになり、福山をより好きになっていくよう学習を促進

できると考えられる。児童・学生が学校で学び家庭で話題にすることで、ターゲットは地域住民へとひろがることは予想され、現在

の市内の若者世代だけでなく、幅広い層に向けた情報発信と魅力の伝達に繋がる。今まで魅力が継承されてこなかったため、若

い世代が福山の魅力を知る機会がありませんでしたが、この二つの組み合わせにより地域に魅力が循環し継承されていくという物

語性を伴ったサイクルが生み出される。 

このサイクルが私たち提案する福山をより知って好きになっていく地域活性化の方法である。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

・インターネット、書籍による福山市の現状やゆるキャラについての情報収集と分析 

・市役所内のふくやま魅力発信課、市民参画センターへのヒアリング調査 

 

６．結果や今後の取り組み 

提案は、福山市民に対しての情報発信の改善という問題解決のために、既存資源のゆるキャラとふるさと学習を活用することで、

市民への情報発信を強化するというものである。これにより、次世代を担う子供たちに対して福山の持つ魅力を発信するだけでな

く、現在の福山市民という幅広い年齢層に対しても情報発信することが可能となる。福山の魅力を知ることで市民が福山に誇り

をもち、市内から県外への情報発信につながっていくのである。 

今後の課題としては、市内から県外へ、そして県外の人が福山市に興味を持ち行動することで達成される地域活性化への方法

があげられる。私たちは、今後の地域活性化に向け行政と連携し、問題解決に尽力していく。 
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西日本インカレ事務局への連絡事項 

 

＜企画シート作成上の注意＞ 

※本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1点提出してください。 

※本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 

※本企画シートは、西日本インカレ事務局への連絡事項と企画シート作成上の注意を含め、3 ページ以内に収めてください。事務局から審査員に渡す際は、A4 サイズでプリントし、

3 ページ目までを渡します。 
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※書籍や新聞等の文献から引用した場合は、出典先（使用した文献のタイトル・著者名・発行所名・発行年月など）を明記してください。統計・図表・文書等を引用した場合も

同様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 

※電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 

※その他、注意点については「企画シート・パワーポイントの作成および提出について」をご参照ください。 


